
 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度東温市総合教育会議 会議録 
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開会の日時及び場所   令和７年８月 19日（火）午前 ９時 30分 

            東温市庁舎  ４階  405会議室 

 

構成員         市長          加藤 章 

教育長         八木 良 

教育委員        本田 隆彦 

            教育委員        大西 正志 

            教育委員        大野 誠司 

教育委員        石丸 知美 

 

関係課         統括部長        森 賢治 

保育幼稚園課長     近藤 秀之 

生涯学習課長補佐    髙橋 俊光 

給食センター長     髙須 義春 

 

事務局         事務局長               髙須賀 章夫 

学校教育課長           松本 則一 

学校教育課長補佐       大北 さおり 

            学校教育指導主事    加地 直子 

 

傍聴人                  ２人 

 

１  開会宣言（９：30） 

 

髙須賀局長   （開会を宣す。） 

 

２  市長あいさつ（９：30） 

 

加藤市長   皆さんおはようございます。定めによりまして議長を務めさせていた

だきます。 

まず初めに本日２人の方が傍聴を希望されておられます。傍聴につい

て許可してよろしいか伺います。皆様ご異議ございませんでしょうか。 

委員全員   （意義ない旨伝える） 

加藤市長   ご承認いただきましたので、傍聴者の入室を許可します。 

（傍聴人入室） 
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加藤市長   本日は大変ご多忙の中、またこのように猛暑が続いている中で、令和

７年度東温市総合教育会議にご出席をいただきまして誠にありがとうご

ざいます。また、日頃から本日の教育行政の推進におきましては数々の

ご指導ご支援をいただいておりますこと、心から感謝を申し上げます。 

さて、この総合教育会議ですが、教育委員会と市長部局が効果的に相

互に連携し、教育政策についてその方向性を共有し、教育を進めていく

ための開催です。この会議を通じ、今までと同様に皆様とより深く意見

交換を行い、一層連携して東温市の総合教育行政を進めて参りたいと考

えています。 

本日は、平成 28 年２月に教育学術及び文化振興に関する総合的な施

策の大綱として策定され、令和３年２月に改正を行いました東温市教育

大綱が対象期間の５ヵ年を経過することから、改めて見直しを行うもの

でもあります。現在は、時代の流れに伴い新しい教育課題も出てきてお

りますことから、教育委員の皆様方と協議を進めながら共通認識のもと

東温市の教育行政を進めて参りたいと考えていますので、ぜひご忌憚の

ないご意見を頂戴できればと思っております。 

そして、教育は地域の未来をつくる大切な基盤と考えておりますが、

本市の子どもたちがよりよい環境の中で学び成長できるよう、皆様とと

もにさらに知恵を出し合いながら進めて参りたいと考えております。 

本日の会議が実りあるものとなることを心からお願い申し上げまし

て、ご挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いします。 

 

３ 議題 

 東温市教育大綱の見直しについて 

（１）協議 

大北補佐   （資料に基づき、説明する。） 

加藤市長   事務局から提案説明がありました。この提案説明の中で、市の最上位

計画である総合計画のうち、教育に関連する部分を新たな教育大綱とし

て位置づけることについて、まず教育長から、そのあと委員皆様からご

意見等頂戴したいと思います。よろしくお願いします。 

八木教育長  まず、東温市総合計画は市政の最上位計画で、市の将来像とまちづく

りの方向性を示すものとなっており、教育委員会も含め全庁体制で策定

しています。そして、教育大綱の作成にあたりましては、この総合計画

に基づいていますので、大綱における重点目標はすべて総合計画の政策

と合致しています。このように教育分野を総合計画の中に位置づけるこ
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とで、福祉、産業、環境など、他の分野と連携しやすくなると思います

し、このことで教育がまちづくりの一環としてとらえられ、市の発展に

寄与する視点も明確になるものと思っています。今まで教育大綱は総合

計画をもとに別途作成していましたが、教育大綱は東温市教育の理念、

方針を表すもので、教育全体をとらえた大きなもの、基本方針といった

意味合いであることを考えますと、市の最上位計画である総合計画の教

育に関連する部分を大綱として位置づけるのがよいと考えます。 

加藤市長   事務局の説明、教育長の説明も含め、ご意見等お願いします。 

本田委員   第二次総合計画の基本計画と教育大綱を見比べてみますと、子育て支

援以外の施策項目は同じです。子育て支援についても教育大綱の項目が

含まれています。内容的にもほぼ同じになっていますし、重なりがある

ものを複数作成する必要はないと思います。事務処理の簡略化と市の目

指す方向の共有化を図るためには、１つに統合して示す方が良いと思い

ます。詳細に見ていきますと微妙に違いもありますので、そのあたりの

すり合わせが必要ではないかと思います。また、市の第二次総合計画基

本構想は、平成 28年度からの従来計画、後期基本計画は令和３年から令

和７年となっています。第三次総合計画の前期基本計画として今年度見

直しを実施することになると思いますが、どのように進めるのかスケ

ジュールがはっきりしないとなかなか協議が進みにくいところもあると

思います。市の第三次総合計画、前期基本計画ができてから教育委員会

でも検討するのか。教育委員会で教育大綱を見直ししてからその基本計

画に盛り込んでいただくのか。どちらでも良いとは思いますが、教育大

綱がなくなるのであれば、今まで以上に総合計画に教育委員会の意見を

取り入れていただきたいと思います。 

加藤市長   総合計画のスケジュールとの関連の質問がありましたが、今の件に関

して、事務局または総務の方、何かありましたらお願いします。 

森統括部長  現在総合計画の策定中で、今年度スケジュール通りにする予定です。

そういった中で、教育大綱については、市の方で策定しているものとは

いえ、教育委員さんのご意見をお伺いして反映させていくのは重要なこ

とだと思いますので、できましたら作成過程の中でご意見等いただけた

らと思います。よろしくお願いいたします。 

加藤市長   続きまして大西委員よろしくお願いします。 

大西委員   学校訪問時に見た児童生徒の様子や教育環境の整備状況、全国学習状

況調査等の資料からも、現行の教育大綱は非常に東温市のこれらの教育

に役立っていることを感じています。今回、教育大綱を東温市総合計画
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の中へ組み込むことによって、教育の方針の明確化、予算編成、事務の

効率化、そういった面からもメリットが大きいと思います。東温市総合

計画に入れるということに対しては、いいと思います。ただ、入れるに

当たりまして、これまでの５年間と大きく教育環境が変わっていること

として、GIGAスクール構想による１人１台端末の整備完了に伴う ICT機

器の活用と、国の再改革に伴う部活動地域移行の在り方についても検討

することが必要と考えています。特に ICT機器の効果的な活用について

は、１人１台端末が整備され、子ども達は想定した以上にタブレット端

末とつながっており、学習機会が大きく広がったことを高く評価してい

ます。これからさらに生成 AIの活用を含め、学習指導要領に示す児童生

徒の資質能力の育成に繋がるように、端末機の正しい使い方、情報モラ

ル教育の指導、そういったことも今度の総合教育計画の中に詳しく入れ

ていただきたいと思います。また部活動地域移行についても、これまで

学校の先生方の献身的な努力によって、部活動による子どもたちの心身

の成長に大きな役割を果たしてきたことを高く評価しております。現在

部活動の地域移行については、部活動地域移行検討協議会で検討してい

ただいておりますが、教員の長時間労働の改善も大事なことですが、合

わせて文武両道で子どもを育てる視点での検討をして、また保護者に届

く東温市の総合計画に盛り込んでいただけるとありがたいと思います。 

加藤市長   事務局の方、ICT の活用や部活動関係などで何かありましたらお願い

します。 

松本課長   総合計画につきましては、基本構想で、市の将来像やまちづくりの方

向性ということを示しております。その下には基本計画、いわゆる基本

構想を実現するための施策内容を体系的に示したものと、またその下に

は実施計画がございます。ICT の活用でありますとか部活動の地域展開

については、実施計画等で取り上げて丁寧に対応していきたいと考えて

います。 

加藤市長   よろしいですか。続きまして大野委員お願いします。 

大野委員   ますます少子高齢化が進む中で、少子高齢化社会における教育のあり

方についても総合的に考えていく機会に向いていかなければならないの

で、市の総合計画に大綱を入れるという事務局の提案については私も賛

成です。この大綱と総合計画の対応表を見てみると、大きな項目で位置

づけもしておりますし、もっと細かく見ていくと、例えば大綱の中の学

び合い高め合う生涯学習の推進というのは、生涯健康づくりの推進とも

結びついています。市民のすべてが実現する人権教育の推進は、人権尊
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重のまちづくりの推進とも結びついています。地域コミュニティの醸成

は総合計画の地域コミュニティの育成とも繋がっており、大きな項目だ

けではなく小さな項目についても結びついているところがあります。こ

の総合計画で大綱の大きな柱を立てていただいて、その大きな柱をもと

に今の大綱にあるレベルの具体化、そしてさらに各学校に提示できるぐ

らいの実践目標、そういう大きな項目が段階ごとに具体化されて、最後

には学校の教育計画に結び付いて教育の年間の計画などが立てられるも

のになればいいと考えました。現在の大綱の中で、最近の教育の部分に

ついて、あるいは東温市の教育のことを考えてみますと、安全安心な教

育環境の整備ということになると主に施設面が書かれてあるのですが、

ソフト的な整備もこれからは考えていく必要があると思いました。確か

な学力のところでは、現場で使われているワイードのこと、タブレット

のこと、そういうことも具体的な計画では入れることができると思いま

した。教職員の資質能力の向上では、最近教職員の不祥事もよく起こっ

ていますので、教職員の自己管理能力の育成も入れていく必要があると

思います。学校給食の充実と食育の推進の項目については、地域の食材

のことが書かれてあるのですが、さらにそれが進んで、実際に給食で食

事に使う野菜などを子どもたちが一緒に作ってそれが提供されていると

いうことも具体的な内容に入ると考えていました。 

加藤市長   中身等についても、感想を交えてご意見いただきましたが、補足等あ

りましたらお願いします。 

髙須賀局長  今後基本計画を策定するにあたり、現状と課題というようなことも記

述していく必要があると思いますので、その辺りで表現できたらと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

加藤市長   ありがとうございました。続いて石丸委員よろしくお願いします。 

石丸委員   総合計画に教育大綱を盛り込むということで様々な事務的なメリット

を伺いました。重複して作る必要はなく、業務の効率化という意味では

大いに賛成と思いました。教育大綱が教育に関する理念で、それがなく

なるということで、東温市の教育理念が目立たなくなってしまうという

心配があるかもしれないのですが、それに関しては、総合計画の項目を

見ますと、上下水道、農林業、商工業、この辺は小学校で取り扱ったり、

子どもたちに知っておいてほしい内容ですので、まちづくり、人づくり

の一環という意味では、これらを同列に同じように並べ、その一環とい

うことで、教育もほかとリンクしているんだぞというようなイメージが

ついて良いのかなと思いました。部門や担当課を超えて教育を期待する
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という意味でも、こちらのような大綱の内容を総合計画に盛り込むのは

よろしいかと思います。もう１点、今後、部活動の地域展開という大き

な変化が予定されています。これに関しては、市民のみなさん、地域の

協力なしには進まなそうな感じですので、そういう意味でも、そういう

大きな課題に対しても連携をお願いしたいという意味で、統合に賛成さ

せていただきます。 

加藤市長   ありがとうございました。今の意見につきまして事務局何かありまし

たら。 

松本課長   部活動の地域展開について、地域の協力が必要不可欠と考えておりま

す。そういったところも検討委員会の方で意見をいただきながら充実し

た取組ができるように、検討して進めていきたいと考えております。 

加藤市長   委員の方から、それぞれのお立場から本件についてご意見をいただい

たところですが、総括して教育長、何かありましたらお願いします。 

八木教育長  ご意見ありがとうございました。１つには行政の効率化ということも

あると思いますし、総合計画があり、それに基づいて基本計画、さらに

実施計画というのがあります。個別の施策につきましては、こちらの方

で評価、検討、進捗状況が確認できるものと思っております。そして何

より総合計画を実施していく上で、市全体を挙げて進捗状況の管理、評

価をしていく枠組みの中で教育施策についてもチェックができると思い

ますので、今までより PDCA のサイクルが細かい間隔で回るのではない

かと考えています。ただ、総合計画は幅広い分野を対象としております

ので、教育分野の理念や目標が十分に深掘りされないというようなこと

が起こらないようにしたいと考えておりますし、教育委員会の独立性、

専門性が十分に反映されないということがもし起これば教育施策の低下

にも繋がりますので、そこは PDCAサイクルの中で引き続き検討し、そう

いうことが起こらないように努めていく必要があると思っています。 

加藤市長   事務局、また教育長からの補足もいただきましたが、各委員の皆様、

何か追加でございましたら。 

本田委員   現在教育大綱の平成 27 年度、令和２年度、それぞれ１年間かけて刷

新、見直しを行ってきましたが、昨今の目まぐるしい教育現場の変化を

鑑みますと、対策も変わってくるような状況になりますので、総合計画

の方に具体的な細かい部分も共有してしまうと、なかなかその修正がで

きないのかなと思います。細かい内容、教育基本方針については、毎年

作成する必要がありますのでこちらの方に載せていく、そういう形がい

いのかなと思いました。 
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加藤市長   ありがとうございます。他に委員、確認よろしいでしょうか。 

大西委員   PDCAを回していくというお話がありましたが、教育ごとに計画につい

て実際のチェックや課題の洗い直しなどは今後具体的にお話があるとい

うことでよろしいでしょうか。 

加藤市長   はい。他によろしいですか。それでは各委員の皆様方の方からご意見

をいただきました。本日いただきましたご意見を参考に、本市の第三次

総合計画の教育に関する部分を大綱と位置づける方向で検討していく方

針でよろしいでしょうか。 

委員全員   （意義ない旨伝える） 

加藤市長   ありがとうございました。今後、事務局も含めてその方向で検討を進

めていただくようにお願いします。以上で東温市教育大綱の見直しにつ

いての協議を終わります。 

 

（２）その他 

加藤市長   事務局、その他の件で何かございますか。各委員のみなさま、その他

の件で何かありましたらお願いします。それでは、その他の項目として

は無いようですので、議事を終了したいと思います。 

 

４ 閉会 

加藤市長   委員の皆様には貴重なご意見をいただきまして、有意義なご意見、協

議ができたと思っております。改めて感謝を申し上げるとともに、これ

からもさらに事業の方は進化しながら進めて参りたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。それでは進行を事務局にお願いしま

す。 

髙須賀局長   （閉会を宣す。） 

       （午前 10時 10分閉会） 


